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（評価結果の所見） 

個体発生や、細胞・組織の形態形成などの生命現象を、力と化学反応の双方向作用と捉え、「細胞

の力学」をキーコンセプトとして、細胞が力を生み出し、力に応答し、自己組織化する仕組みの素過

程を分子・細胞・組織・個体といった階層構造を横断して解明しようとする研究領域である。 

各生命現象を実験系として持つ研究者、力を精密に付与しつつ測定する技術を持つ研究者、人工細

胞を用いる研究者、力の分布とそれによる細胞骨格や流体の反応をモデル化する研究者など、学術変

革領域研究ならではの研究組織を形成し、領域内で密な議論を行いつつ協力してブレークスルーをも

たらそうという、学際的かつ革新的なアプローチであり、独創性を高く評価できる。 

メカノセンシング機構に関して、細胞膜センサーに加え細胞骨格がセンシングを行っていること、

受容された力のシグナルが細胞の核に届き細胞個別の遺伝子発現変化の応答が生じることを見出す

など、実験・理論の両面で新たな発見を得ている。研究方法の革新も進み、順調に研究が進展してい

ると考えられる。 

ただ、現時点では領域内の連携による成果はまだ少ない。本研究領域の構想は、国内外で進行中の

多様な関連分野に対して、学理および技術の両面から一定の方向性を示し、新たな研究潮流を切り拓

く可能性が高い。今後は領域内の連携の成果を発出し、力が駆動する生体秩序形成機構の包括的理解

に至ることを期待したい。 

 


